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法人数と従業員数（法人数と従業員数（20122012年１２月年１２月2020現在）現在）
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会社概要と売上高推移会社概要と売上高推移

連結売上高推移
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地域別セグメント連結売上高比率

欧州
13%

米州
26%

豪亜
14%

日本
47%

2012年06月20日現在

２０１２年１２月２０日現在

社 名 矢崎総業株式会社

創 立 １９４１年１０月８日

代表者 代表取締役会長 矢崎 裕彦

代表取締役社長 矢崎 信二

所在地 本社

東京都港区三田１－４－２８

三田国際ビル１７Ｆ 〒１０８－８３３３

ワールドヘッドクォーターズ（Ｙ－ＣＩＴＹ）

静岡県裾野市御宿１５００ 〒４１０－１１９４
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部門別売上高比率（日本国内）

自動車部品,
86.6%

環境システム,
0.9%

その他, 0.2%

ガス機器, 2.9%

電線, 9.4%

(年度）静岡県裾野市御宿１５００ 〒４１０－１１９４

資本金 ３１億９，１５０万円 (矢崎総業(株)は非上場企業です)

国内グループ会社

矢崎計器株式会社（１９５０年創立）

矢崎部品株式会社（１９５９年創立）

矢崎エナジーシステム株式会社

（２０１２年創立）

法 人 グループ法人 計１６０法人

国内グループ ４法人

海外グループ ９４法人

国内子会社・関連会社 ６１法人

特定公益増進法人 １法人

従業員 従業員計 ２３１，９００名

国内従業員 ２０，８００名 ※１

海外従業員 ２１１，１００名
※１国内子会社・関連会社を含む。
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はじめに

我々を取り巻く環境
・人口の増加
・環境破壊
・法令や指令の制定
・顧客ﾆｰｽﾞの多様化
・競合他社の進化

企業方針
・社是
・経営基本方針
・行動規範
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業務改革・改善を、常に繰り返すことが重要

IT部門は、「ITｼｽﾃﾑの開発･保守」から「業務改革･改善」を積極的に推進する部門へ
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IT部門の位置づけと求められる役割
IT部門の位置づけ

間接業務

標準化企画 会計

直接業務

製品開発 ｻｰﾋﾞｽ提供

標準化

企業ｽｺｰﾌﾟ

業務改革 業務改善

標準化標準化

部門ｽｺｰﾌﾟ
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IT部門の位置づけは「標準化」に在る。

ｼｽﾃﾑ開発 サービス提供ｼｽﾃﾑ保守
間接業務

標準化企画 会計

直接業務

製品開発 ｻｰﾋﾞｽ提供

標準化

部門ｽｺｰﾌﾟ



IT部門の位置づけと求められる役割
IT部門の位置づけ

業務改革
方法論が未熟

外部委託が不可能 社員

IT部門の役割の変化標準化標準化

業務改善
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今、IT部門に求められる役割は、
①IT視点から見た「業務改革･改善」の為の方法論を定め、
②それを利用し、「業務改革･改善」を積極的に推進することである。

ｼｽﾃﾑ開発 方法論が成熟

外部委託が可能

外部委託が不可能

社員

＋

外部委託

社員

外部委託ｼｽﾃﾑ保守



Ｓｃａｌｅ Ｋｅｅｐ（継承）

IT部門の位置づけと求められる役割
業務の標準化とは

Ｓｃａｌｅ Ｕｐ（成長）

ＩｎｐｕｔからＯｕｔｐｕｔを
作る方法

業務機能
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業務の標準化とは、
業務機能を再利用可能な状態に保ちつつ、業務改善、改革を実施すること。
具体的には、業務機能の見える化（モデル化）、進化（抽象化）と業務処理の自動化、Outputの電子情報化である。
これらの活動化は、事業の継承（Scale Keep）、伝達（Scale Out）、成長（Scale Up）に大きく期待される。

Ｓｃａｌｅ Ｏｕｔ（伝達）

ＩｎｐｕｔからＯｕｔｐｕｔを
作る事

業務処理
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事業継続管理方針
(BCMS)

業務管理
(RBMS)

コンピューティングシステム
の変遷と仮想動的統合

（ VDMI ）

実践の為の方法論
PIMS – 体系

IT活用
(ITMS)

業務改革方針
(PIMS)

業務改革の
基本方針

内製ｿﾌﾄｳｪｱ資産管理
(ISAMS)

ﾈｯﾄﾜｰｸ管理
(NWMS)

プラットフォーム選定方針
（PFMS)

コミュニケーション管理方針
（CTMS)

会計管理
(AMS)

設計業務改革
(VMS)

生産管理
(MFMS)

生産実行管理
(MEMS)

ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ作成
(RMMS)

業務の合理化
(RAMS)

業務の見える化
(VISMS)

人的資源管理
(HRMS)
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（CTMS)

ｽｷｰﾏ情報管理
(SIMS)

業務別の方針

PIMS : Process Innovation Management System

業務改革･改善の方法論を「業務改革方針(PIMS)」として定めた
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（CTMS)

ｽｷｰﾏ情報管理
(SIMS)

業務別の方針

PIMS : Process Innovation Management System



実践の為の方法論
PIMS - 基本方針

我々を取り巻く環境企業方針

プロセスイノベーションを常に繰り返す
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業務改革マネージメントシステム

見える化 進化 自動化

・業務定義

・業務実績収集

・差分算出

・新化

・合理化

・定着化

・電子情報化

・機械化



自動化

進化

実践の為の方法論
PIMS - 業務改革の基本要素

見える化

電子情報化 機械化

差分
新

化
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現業務モデル

ベンチマーク

業務実績

差分

定

着

化

合

理

化

化



実践の為の方法論
PIMS - 業務改革モデル

見える化 進化

業務モデル
(PROFiT)

時間

(ｔIme)
フロー
(Flow)

トリガー
(Trigger)
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自動化

業務モデル

成果物
(Output)

業務処理
(Process)

資源
(Resource)

In
Out



ＰＩＭＳ２に向けて
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PIMS2に向けて

・ 一年の長さは、一年間に体験した新たな刺激の数に比例する。

・ 人生の長さもまた同じ。

・ 新たな刺激を体験するために目標を立てよう。

・ 目標が見つからなければひたすら話せ、歩け、それが最も効果的。

© Copyright 2013 Yazaki Corp. All rights reserved 19

・ 目標が見つからなければひたすら話せ、歩け、それが最も効果的。

・ そして、悔いの無い人生を歩もう。



御清聴ありがとうございました。

© Copyright 2013 Yazaki Corp. All rights reserved 20

THINK
考える事により全ては解決する

考える力は考えることにより増幅される

考えよう、そして豊になろう！
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